
令和 7（2025）年度 

編入学・転入学 

 

経済学専攻 

小 論 文 問 題 

（制限時間：1 時間） 

 

 

つぎの設問から一つ選択して，1,000 字以内で解答せよ。 

 

1．現代社会において、インターネットやビッグデータ、人工知能(AI)などの情報技術

の進展がどのように企業の競争力や労働市場に変革をもたらしているかについて考

察しなさい。その際に、①競争力向上、②グローバル化、の２つのキーワードを含め

ること。 

 

 

2．エネルギー資源は経済活動の基盤であり、その需要と供給は世界的な関心を集めて

いる。以下の 3 点について触れながら論じなさい。 

(1)エネルギー価格の変動が個人や企業に与える影響について  

(2)(1)を受けた日本政府のエネルギー戦略について 

(3) 再生可能エネルギーの課題について 

 

 

3．北海道の農業は広大な土地と、本州とは異なる気候条件を生かした生産活動が特徴

である。近年、気候変動や国際的な経済情勢の変化などが農業経営に影響を与えて

いる。以下の 2 点について、具体例をあげながら論じなさい。 

(1)北海道の農業が抱える課題について  

(2)その課題解決に向けた農家・企業・政府などの取り組みについて 

 

 

 



令和７（2025）年度 

編入学・転入学 

 

経営学専攻 

小 論 文 問 題 

（制限時間 1時間） 

 

 

以下の問題から一つ選択し、800字程度で解答せよ。 

 

1． Chat GPTなどの生成系AIがビジネスに及ぼす影響についての見解及び、AI と人

間が共存する未来の企業についてどのように考えるのか。 

 

2． 日本企業がグローバル化することでどのようなメリット・デメリットがあるかについて

自動車メーカーを事例として説明しなさい。 

 

3． ウーバーイーツなどの「プラットフォームビジネス」のビジネス・モデルはどのようなも

のか。また、それは現在、どのような問題を抱えているのか論じなさい。 



令和7（2025）年度 

編入学・転入学 

 

日本語・日本文化専攻 

小 論 文 問 題 

 

 

【問題】 

SNS 等の普及により、コミュニケーションが手軽に取れるようになった反面、意味が 2

通り以上に解釈できるために誤解を招く表現が増えているのも事実です。 

下記２つの例文を使って、誤解を生まずに相手に自分の意思を伝えるにはどの様にす

ればよいか、また自分の過去の経験があれば、それも踏まえて述べなさい。（800 字程度） 

 

【例】 

（1） Ａ：明日 10時に駅前集合だけど、来れる？ 

   Ｂ：うん、大丈夫 

   Ａ：何で来るの？ 

   Ｂ：？ 

 

（2） Ａ：旅行のお土産買ってきたよ 

   Ｂ：うん 

   Ａ：明日持って行くね 

   Ｂ：いいよ 

   Ａ：？ 

 

 



令和 7（2025）年度 

編入学・転入学 

 

リベラルアーツ専攻 

小 論 文 問 題 

 

                           

以下の６つ問いから 5 つ選んで、各問いについて 300～400 字で答えなさい。 

 

１．左下の図は、1987 年から 2023 年まで 10 回開催されているラグビー・ワールドカップに 5 回以上出

場している国を示したものである。また、右下の図は旧宗主国であるイギリスの国王をその国の君主と

している独立国家である「コモンウェルス・レルム」を示したものである。この図を参考に、イギリス

とラグビーとの歴史的展開について考えなさい。ちなみにラグビーは 1845 年にイギリスのパブリック

スクールの一つラグビー校でルール成立、1871 年にラグビーユニオン創設のスポーツである。 

  

２．近年、人口汎用知能（Artificial General Intelligence：AGI）の実現可能性が近づいてきていると言わ

れている。AGI の特長として新たな情報やデータを取り入れて自己進化することのできる学習能力を

備え、さらに複雑な情報を分析し最適な選択肢を選び出すいわば意思決定能力を持つことが挙げられ

る。そして、AGI がさらに進化していくと社会や科学技術は人間が理解できない速度で変化し、進歩

したシンギュラリティが起こると言われている。 

さて、平野啓一郎は、公式サイトに次のようなメッセージを掲載している。 

 

   未来について考えることは、気候変動や人口減少など、現代の喫緊の課題になっています。AI や

ロボットが普及してゆくと、一体何の職業が残るのか？ 

しかし、最も重要なことは、その時代の人間の「心」です。私たちは一体、何を感じ、考えながら

生きてゆくのか？ そして、「本心」について考えることは、社会全体について考えることに直結し

ます。なぜなら、私たちがある社会システムを「是」とするのは、究極的には、それを「本心」から

受け容れ、肯定している場合だからです。ところで、「本心」とは何なのでしょうか？ 

（「本心」『平野啓一郎公式サイト』https://k-hirano.com/honshin より引用） 

https://k-hirano.com/honshin


  

  それでは、シンギュラリティの起きた時代、私たちはどう生きているだろうか、考えを書きなさい。 

 

３．下のグラフは、2014 年度から 2023 年度までの北海道への訪日外国人来道者数の多い 7 か国とヨー

ロッパの来道者数推移を、また、その右は訪日外国人来道者数の総数を示したものである。 

北海道ではアドベンチャートラベル（AT）における注目度が高まっており、今後、欧米豪などから

訪れる AT 顧客の増加が予想される。一方で、自然環境と観光の調和、オーバーツーリズムなどの課題

もある。今後の北海道観光はどのようにすれば持続可能な発展が見込めるか、考えを書きなさい。 

 

 

４．CNN（1）によると 2024 年 3 月、人類の活動がいかに深く地球を変えたかを反映するため「人新

世」と呼ばれる新たな地質時代を設ける提案について、国際地質科学連合（ＩＵＧＳ）が否決したこ

とが分かった。人新世とは、ドイツ人化学者パウル・クルッツェンとアメリカ人生態学者ユージン・

ストーマーの提唱した「人類の時代」という意味の新しい時代区分である。産業革命以後の約 200 年

間に人類がもたらした森林破壊や気候変動の影響はあまりにも大きい。そのため、完新世の次の地質

時代を表す言葉として、人類の繁栄した時代を表す人新世が提唱された。 

東京大大気海洋研究所の横山祐典教授は、「提案は否決されたが、人類の活動が 1950 年代を境に、

地球全体の環境に影響を及ぼしていることはゆるがない」(2)と述べている。 

  それでは、人類の活動がもたらした地球環境への影響問題を一つとりあげ、その問題の原因とどの

ようにしたらその問題を解決できるのか、考えを書きなさい。 

(1)「新たな地質時代『人新世』の創設案を否決、時期尚早か 国際学会」『CNN.co.jp』 

https://www.cnn.co.jp/fringe/35216152.html 

（2）「人新世」提案を否決 人類の痕跡示す地質時代区分―国際学会」『JIJI.COM』 

https://www.jiji.com/jc/article?k=2024030601111&g=soc#goog_rewarded 
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年 度 総数 

2014 1,541,300  

2015 2,080,000  

2016 2,301,200  

2017 2,792,100  

2018 3,115,000 

2019 2,442,000  

2020 － 

2021 － 

2022 692,200  

2023 2,341,600  

https://www.cnn.co.jp/fringe/35216152.html
https://www.jiji.com/jc/article?k=2024030601111&g=soc#goog_rewarded
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